
提

出

者

江

田

憲

司

平
成
十
八
年
二
月
十
五
日
提
出

質

問

第

七

六

号

耐
震
強
度
偽
装
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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耐
震
強
度
偽
装
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

耐
震
強
度
の
偽
装
事
件
を
受
け
て
、
そ
の
真
相
究
明
や
居
住
者
や
周
辺
住
民
の
安
全
確
保
等
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要

で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
を
教
訓
に
、
建
築
行
政
を
今
後
見
直
し
て
い
く
こ
と
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら

以
下
質
問
す
る
。

一

住
宅
品
質
確
保
法
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
施
行
）
に
よ
り
、
一
〇
年
間
の
瑕
疵
担
保
責
任
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
は
い
え
、

そ
の
売
り
主
等
に
資
力
が
な
け
れ
ば
、
今
回
の
事
件
被
害
者
の
よ
う
に
、
十
分
な
被
害
額
の
賠
償
が
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
の

点
で
、
銀
行
が
破
た
ん
し
た
場
合
の
預
金
払
い
戻
し
等
の
た
め
の
預
金
保
険
機
構
の
よ
う
に
、
関
係
業
界
全
体
で
何
ら
か
の

形
で
資
金
を
積
み
立
て
、
あ
る
い
は
新
た
な
保
険
を
掛
け
、
今
回
の
よ
う
な
場
合
に
十
全
の
補
償
が
で
き
る
枠
組
み
を
構
築

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
既
存
制
度
の
拡
充
も
含
め
、
政
府
の
方
針
を
問
う
。

二

今
回
の
事
件
で
は
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
の
ず
さ
ん
な
検
査
実
態
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
国
土
交
通
省
は
、
指
定
し

た
民
間
検
査
機
関
す
べ
て
に
対
し
、
立
ち
入
り
検
査
を
実
施
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
ま
で
の
検
査
結
果
如
何
。

三

「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
に
つ
い
て
は
、
徹
底
的
に
そ
の
審
査
の
実
態
を
確
か
め
、
不
適
格
な
機
関
の
指
定
取
消
等
の
厳

格
な
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
一
方
で
、
単
な
る
規
制
の
強
化
や
厳
罰
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
検
査
機
関
の
健
全
な

一



育
成
、
す
な
わ
ち
財
政
基
盤
や
審
査
能
力
の
向
上
に
も
配
意
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
よ
っ
て
以
下
質
問
す
る
。

�

現
在
の
建
築
確
認
の
申
請
手
数
料
の
額
は
適
正
と
考
え
て
い
る
か
。
中
堅
ど
こ
ろ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
一
件
当
た
り
一
五
万

円
程
度
の
手
数
料
で
は
、
綿
密
な
審
査
よ
り
、
数
を
こ
な
し
て
採
算
を
と
ろ
う
と
い
う
検
査
機
関
も
出
て
く
る
。
人
手
も

時
間
も
か
か
る
構
造
計
算
、
設
計
等
の
審
査
の
た
め
、
必
要
十
分
な
手
数
料
体
系
を
再
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

そ
も
そ
も
建
物
の
設
計
費
等
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
係
る
コ
ス
ト
が
、
建
設
費
等
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
面
の
そ
れ
に
比
し

「
お
ま
け
同
然
」
（
建
設
費
の
三
〜
五
％
程
度
）
の
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
業
界
の
慣
行
に
も
、
今
回
の
事
件
の
遠
因
が
あ

る
と
考
え
る
。
一
昔
前
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
も
同
様
の
問
題
が
あ
っ
た
が
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
「
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
（unbandling

）
」
を
含
め
、
こ
う
し
た
業
界
慣
行
を
是
正
し
、
設
計
、
特
に
構
造

設
計
に
適
正
な
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
、
行
政
と
し
て
も
対
応
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

指
定
確
認
検
査
機
関
の
建
築
確
認
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
問
題
の
あ
る
会
社
や
設
計
士
の
情
報
（
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク

リ
ス
ト
）
を
は
じ
め
と
し
た
不
審
情
報
等
の
検
査
機
関
間
の
相
互
流
通
、
情
報
の
共
有
化
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
容
易
に
審
査
書
類
（
特
に
構
造
計
算
関
係
）
を
閲
覧
で
き
る
体
制
づ
く
り
等
第
三
者
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

二



�

構
造
計
算
の
大
臣
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
百
以
上
あ
る
と
い
う
が
、
多
す
ぎ
る
公
認
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
存
在
が
、
第
三
者
か

ら
の
チ
ェ
ッ
ク
を
困
難
化
し
、
容
易
に
偽
装
や
偽
造
等
を
可
能
と
し
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
公
認

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
の
改
善
策
如
何
。

四

現
在
、
新
耐
震
基
準
が
導
入
さ
れ
た
昭
和
五
六
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
「
既
存
不
適
格
住
宅
」
（
耐
震
性
が
不
十
分
と
み

ら
れ
る
住
宅
）
は
、
日
本
全
国
で
一
一
五
〇
万
戸
存
在
す
る
と
い
う
。
国
土
交
通
省
は
一
月
二
五
日
、
改
正
耐
震
改
修
促
進

法
の
施
行
に
向
け
、
今
後
一
〇
年
間
で
、
�
住
宅
は
一
五
〇
万
〜
二
〇
〇
万
戸
を
耐
震
診
断
し
一
〇
〇
万
戸
を
耐
震
改
修
す

る
、
�
学
校
や
病
院
な
ど
多
数
が
利
用
す
る
建
物
は
五
万
棟
を
診
断
し
三
万
棟
改
修
す
る
等
を
通
じ
て
、
二
〇
一
五
年
ま
で

に
「
震
度
六
強
ま
た
は
七
の
大
規
模
地
震
で
も
倒
壊
し
な
い
」
と
す
る
建
築
物
の
耐
震
化
率
を
、
現
状
の
約
七
五
％
か
ら
九

〇
％
に
引
き
上
げ
る
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
基
本
方
針
を
決
定
し
た
が
、

�

目
標
値
を
一
〇
〇
％
で
は
な
く
九
〇
％
と
し
た
理
由
は
何
か
。
あ
と
の
一
〇
％
の
「
既
存
不
適
格
住
宅
」
の
耐
震
改
修

等
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

�

「
改
修
」
だ
け
で
な
く
「
建
て
替
え
」
も
含
め
、
具
体
的
に
、
ど
う
い
う
政
策
的
枠
組
み
の
下
で
、
ど
の
程
度
の
国
費

（
税
金
）
を
使
っ
て
、
こ
の
目
標
値
を
達
成
し
て
い
く
の
か
。
こ
れ
に
呼
応
し
た
都
道
府
県
の
施
策
も
含
め
て
、
実
効
性

三



あ
る
政
策
手
段
を
提
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


